


[bookmark: _GoBack]第十五号の四書式
振決国債残高証明書

	証明対象日
	年　　　月　　　日

	参　加　者
	
	種別
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	口座区分
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上記のとおり証明します。
年　　月　　日印

日本銀行業務局長

（備考）１．証明対象日の時点において証明対象の種別に記載又は記録がされていた振決国債のすべての銘柄の内訳区分ごとの国債残高を記入する。ただし、当該振決国債がない場合には、「銘柄」欄、「口座区分」欄及び「国債残高」欄は設けず、「参加者」欄の下に「国債残高なし」と記入する。
２．執行等口以外分と執行等口分とはそれぞれ別に作成し、執行等口以外分について証明対象の種別が複数ある場合には、最後に証明する種別の最終頁にのみ証明文言（証明日付及び日本銀行業務局長の記名押印を含む。）を記入する。






